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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本社会のマイクロシミュレーションモデルであるINAHSIMを拡張して
計量分析を行い、具体的な成果として、将来の高齢女性の貧困化の問題を明らかにした。
公的年金制度は、専業主婦世帯を念頭に制度が構築されていが、女性のライフスタイルが大きく変容し、昨今で
は、専業主婦になる女性が大幅に減少した。こうした女性の多くは、両親が他界したり、本人が高齢者になった
りすると、貧困化が避けられない。モデルの推計結果によると、生活扶助基準未満を貧困と定義した場合、高齢
男性の貧困率はそれほど上昇しないが、高齢女性の貧困率が現在の2倍以上25％にも達することが得られ、制度
改革が急務であることを示した。

研究成果の概要（英文）：This study developed a dynamic microsimulation model for Japan to make 
policy simulations.One of the significant results is as follows.
It makes future projections on key distributions related to poverty by marital status and 
illustrates how they will face the poverty problem. It shows the future projections of (1) the 
distribution of pension amounts by gender and marital status, (2) poverty rates for elderly women by
 marital status, and (3) poverty rates for elderly people by gender. After the 1980s in Japan, the 
marriage rate decreased and the divorce rate increased significantly. Nevertheless, society still 
suffers from wage inequality between men and women. As a result, the number of never-married or 
divorced women will increase and these women will receive poor pension benefits due to an 
unfavorable public pension system. In the end, they will face the risk of poverty and raise the 
overall poverty rate.

研究分野： 応用計量経済学
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１．研究開始当初の背景
 
わが国では、急激に進む少子高齢化や経済

成長の鈍化のみならず、結婚・離婚行動の変
化、就労形態の多様化、単身高齢者の増加な
ど、社会保障を取り巻く状況は大きく変化し
ている。こうした中で、確かな社会保障を将
来世代に伝えていくための社会保障制度改
革は、喫緊の課題であり、その政策立案のた
めのエビデンスが求められている。
政策効果を分析する際の手法としては、モ

デル世帯を用いた分析や一般均衡モデル、あ
るいはマクロモデルなどの手法が主として
とられている。たとえば、年金制度では、財
政検証と呼ばれる長期的な財政見通しが作
成されており、マクロレベルの年金財政に関
してはエビデンスが示されているが、年金額
の分布や世帯所得の分布などは示されてい
ない。また、医療・介護制度では、基本的に
は、年齢別の一人当たり医療・介護費用に人
口の将来見通しを乗ずる方法によっている
ため、個々の政策の効果、たとえば糖尿病患
者の重症化予防措置などを、全国民の費用総
額に精密に反映すること困難である。これは、
現実社会における経済主体が多様であるに
もかかわらず、その多様性を考慮することが
十分にできないからである。
こうした経済主体の多様性の問題を解決

した上で、政策立案に活用できる将来見通し
の作成が求められている。
 
２．研究の目的
 
わが国では、急激に進む少子高齢化や経済

成長の鈍化のみならず、結婚・離婚行動の変
化、就労形態の多様化、単身高齢者の増加な
ど、社会保障を取り巻く状況は大きく変化し
ている。今後、社会保障制度改革などが必要
不可欠であるが、制度改革の効果などの政策
分析は
多様化していく中で、長期にわたる政策効果
の定量的な分析を行うために、ミクロデータ
レベルの推計手法であるマイクロシミュレ
ーションモデルを開発するとともに、制度改
革による個々人の行動変化を考慮した政策
シミュレーションを実施し、年金・医療・介
護の分野に関する政策分析を行う。
ミクロデータレベルの推計手法であるマ

イクロシミュレーションモデルを利用する
ことが必要不可欠である。これは、全人口の
縮図となるデータを使い、家族構成別や所
得・健康状態別に、個別の経済主体に対して
政策効果や行動変
することによって分析をするモデルだから
である。現実のミクロデータを用いることか
ら、所得分布や健康状態など分布に関する情
報が得られるだけでなく、積み上げ計算を行
うことによってマクロ総額を推計すること
も可能である。
このようなマイクロシミュレーションモ
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化、就労形態の多様化、単身高齢者の増加な
ど、社会保障を取り巻く状況は大きく変化し
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革は、喫緊の課題であり、その政策立案のた
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るいはマクロモデルなどの手法が主として
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の作成が求められている。

２．研究の目的 

わが国では、急激に進む少子高齢化や経済
成長の鈍化のみならず、結婚・離婚行動の変
化、就労形態の多様化、単身高齢者の増加な
ど、社会保障を取り巻く状況は大きく変化し
ている。今後、社会保障制度改革などが必要
不可欠であるが、制度改革の効果などの政策
分析は、必ずしも十分ではない。経済主体が
多様化していく中で、長期にわたる政策効果
の定量的な分析を行うために、ミクロデータ
レベルの推計手法であるマイクロシミュレ
ーションモデルを開発するとともに、制度改
革による個々人の行動変化を考慮した政策
シミュレーションを実施し、年金・医療・介
護の分野に関する政策分析を行う。
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得・健康状態別に、個別の経済主体に対して
政策効果や行動変
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成されており、マクロレベルの年金財政に関
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は、年齢別の一人当たり医療・介護費用に人
口の将来見通しを乗ずる方法によっている
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ため、個々の政策の効果、たとえば糖尿病患
者の重症化予防措置などを、全国民の費用総
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デルに関する研究は、政策分析ツールとして
たいへん有効であることから、欧米諸国では
広く研究開発が進んでいるが、今後高齢化が
進行するアジア地域を含め、さらなる発展が
求められている。
本研究では、日本社会のモデルである

INAHSIM
改革に関する信頼できる将来見通しを作成
するとともに、わが国の将来社会における
税・社会保障制度のあり方、改革の方向性を
提案することを目的とする
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たいへん有効であることから、欧米諸国では
広く研究開発が進んでいるが、今後高齢化が
進行するアジア地域を含め、さらなる発展が
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本研究では、日本社会のモデルである
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３．研究の方法

モデル開発と政策分析（年金、医療・介護）
3つのグループに分け、相互の連携を図り

ながら、研究を進めてい

まず、実績のあるモデルに機能を追加する
方法で開発を進め、
させるとともに、
ュレーションを
ションに必要な推移確率・行動選択モデルを
作成して、その
いて政策分析・政策提言をまとめ
モデル開発は、具体的には、以下の手順に

より行った。 
 各政策分析グループの分析の基本方針

に基づいて、追加が必要な個々人の社会
経済属性を決定する。

 追加した社会経済属性のシミュレーシ
ョンを行うための手順を整理するとと
もに、その仕様をまとめる。
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医療・介護政策）に分け、年金分野では、ラ
イフスタイルの変化と高齢者の貧困の関連、
医療・介護分野では、非アルコール性脂肪性
肝疾患のリス
などを中心にモデルの拡張を行った。
大きな成果が得られたものは、年金分野にお
ける問題点と制度改革の方向性の提示であ
った。
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る専業主婦世帯を念頭に制度が構築されて
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遇措置が多く、専業主婦である限りにおいて
は、夫の死後も老後は生活に困らない仕組み
になっている。しかしながら、女性のライフ
スタイルが大きく変容し、昨今では、専業主
婦世帯は標準どころか、少数派になってしま
っており、離別や未婚女性も急速に増加した。
こうした女性の多くは、
会を得られないまま中高年を迎え、引退・年
金生活が近づいている。現時点では、両親と
同居していることが多く、生活に困っていな
いが、両
たり、本人が高齢者になったりすると、貧困
化が避けられない。このような潜在化してい
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した。
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